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現職養護教諭対象者として、大学で開催された研修参加者 50 名を 9 グループに分け、








































学生グループ全 6 グループがエピペン®投与を行い、最も早かったのは 1 分 16 秒、最も
遅かったのは 7 分 13 秒で平均は 4 分 23 秒であった。シミュレーション時間全体を通し
て、全グループが「報告/要請」として職員室への内線を行い、5 グループが「保護者へ連
絡」を依頼、「救急搬送」として救急車要請を行ったグループは 4 グループであった。一
方、「AED を依頼する」は 1 グループのみであった。  
エピペン®の投与前後での行動を見ると、投与前において、「報告/要請」は 3 グループ、
「保護者へ連絡」は 2 グループであった。また、投与後においては、「救急搬送」は 4 グル





1 グループがエピペン®投与を行わなかった。表 1 と同様に、エピペン®を投与した時間の
早いグループ順に A～H グループ、エピペン®投与のなかったグループを I グループとし、
表２に示した。  
エピペン®投与に関して、最も早かったのは２分 42 秒、最も遅かったのは８分 03 秒で
平均は 4 分 09 秒であった。エピペン®投与をした全８グループについて、シミュレーショ
ン時間全体を通して、すべてのグループが「報告 /要請」と「救急搬送」を行っていた。「AED
を依頼する」と「保護者へ連絡」は 7 グループが行っていた。 
エピペン®の投与前後での行動を見ると、すべてのグループが投与前に「報告 /要請」と
「救急搬送」、「AED を依頼する」を行っていた。「保護者への連絡」に関しては投与前が
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時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動
00:04 顔色:赤み 00:08 顔色:赤み 00:19 食事状況 00:15 食事状況 00:11 顔色:赤み 00:14 呼吸苦
00:11 皮膚発疹 00:17 食事状況 00:33 脈拍測定 00:19 吐き気 00:25 食事状況 00:27 脈拍測定
00:15 食事状況 00:33 脈拍測定 01:19 吐き気 00:20 腹痛 00:32 皮膚発疹 00:36 吐き気
00:29 SpO 2測定 00:49 腹痛 01:20 腹痛 00:46 皮膚発疹 00:52 脈拍測定 01:10 皮膚発疹
00:30 脈拍測定 01:03 皮膚発疹 01:29 皮膚発疹 00:52 かゆみ 01:44 血圧測定 01:37 食事状況
01:04 説明 01:40 かゆみ 01:46 血圧測定 01:17 SpO 2測定 03:31 下肢挙上 02:08 報告/要請
01:16 エピペン投与 02:12 血圧測定 04:13 エピペン投与 01:19 血圧測定 03:48 SpO 2測定 02:25 保護者へ連絡
01:41 報告/要請 02:13 SpO 2測定 04:52 下肢挙上 01:32 脈拍測定 04:12 食事状況 02:37 呼吸苦
01:53 救急搬送 03:16 説明 05:05 腹痛 03:24 報告/要請 04:33 報告/要請 02:51 吐き気
01:58 保護者へ連絡 03:26 エピペン投与 05:10 脈拍測定 04:19 エピペン投与 04:52 保護者へ連絡 03:00 血圧測定
02:15 下肢挙上 03:44 救急搬送 07:18 報告/要請 04:45 保温 05:52 エピペン投与 04:13 呼吸音聴診
02:47 血圧測定 03:45 保護者へ連絡 07:21 救急搬送 05:01 救急搬送 06:25 脈拍測定 05:05 説明
05:21 顔を横向ける 03:49 報告/要請 07:26 AED を依頼する 05:28 脈拍測定 08:11 血圧測定 06:20 保温
05:29 顔色:赤み 04:47 血圧測定 07:50 血圧測定 06:02 保護者へ連絡 09:51 呼吸音聴診 06:42 SpO 2測定
05:41 脈拍測定 04:47 SpO 2測定 06:54 腹痛 07:13 エピペン投与
06:18 保温 05:50 脈拍測定 06:56 呼吸苦 07:40 脈拍測定
06:59 脈拍測定 06:23 かゆみ 07:15 下肢挙上 08:10 呼吸苦
08:11 血圧測定 06:32 呼吸苦 07:52 食事状況 08:35 食事状況






時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動 時間 行動
00:05 呼吸苦 00:18 呼吸苦 00:08 食事状況 00:12 食事状況 00:23 顔色:赤み 00:07 呼吸苦
00:15 食事状況 00:27 食事状況 00:21 顔色:赤み 01:16 呼吸苦 00:39 体温測定 00:14 脈拍測定
00:42 顔色:赤み 00:52 かゆみ 00:25 皮膚発疹 01:19 報告/要請 00:41 報告/要請 00:36 食事状況
00:48 皮膚発疹 00:56 腹痛 00:27 呼吸音聴診 01:22 脈拍測定 00:44 SpO 2測定 01:01 呼吸数測定
00:54 かゆみ 01:04 皮膚発疹 00:44 腸音聴診 01:45 血圧測定 00:59 呼吸苦 01:04 呼吸音聴診
00:58 脈拍測定 01:24 報告/要請 00:50 腹痛 02:32 救急搬送 01:08 血圧測定 01:29 かゆみ
01:21 報告/要請 01:55 AED を依頼する 00:58 報告/要請 02:33 AED を依頼する 01:24 腹痛 01:30 皮膚発疹
01:27 AED を依頼する 02:02 救急搬送 01:25 AED を依頼する 03:19 腹痛 01:44 食事状況 01:40 報告/要請
01:30 救急搬送 02:03 保護者へ連絡 01:32 血圧測定 03:24 エピペン投与 02:55 保護者へ連絡 02:01 AED を依頼する
02:08 起座呼吸位 02:27 説明 02:19 救急搬送 03:34 説明 03:16 救急搬送 02:27 体温測定
02:38 説明 02:50 エピペン投与 03:04 説明 03:43 下肢挙上 03:27 エピペン投与 02:30 SpO 2測定
02:42 エピペン投与 02:57 脈拍測定 03:11 エピペン投与 04:26 呼吸音聴診 03:45 下肢挙上 03:00 救急搬送
03:10 メプチンエアー吸入 03:35 血圧測定 03:41 下肢挙上 05:02 メプチンエアー吸入 04:23 血圧測定 03:00 保護者へ連絡
03:24 体温測定 04:14 SpO 2測定 04:08 保護者へ連絡 06:03 呼吸音聴診 03:13 食事状況
03:58 保護者へ連絡 05:28 顔色:赤み 05:44 脈拍測定 06:34 呼吸苦 04:25 エピペン投与
05:49 脈拍測定 07:16 起座呼吸位 04:47 脈拍測定
07:00 呼吸音聴診 05:15 呼吸音聴診
07:36 07:00 下肢挙上
07:29 吐き気
時間 行動 時間 行動 時間 行動
01:02 食事状況 00:20 食事状況 00:11 呼吸苦
01:08 報告/要請 00:56 服用状況 00:19 食事状況
01:30 顔色:赤み 01:32 報告/要請 01:01 報告/要請
01:41 呼吸音聴診 02:02 AED を依頼する 01:35 脈拍測定
01:52 皮膚発疹 02:15 顔色:赤み 02:14 起座呼吸位
02:36 かゆみ 02:23 下肢挙上 02:31 服用状況
03:33 説明 02:42 脈拍測定 02:49 呼吸音聴診
03:50 救急搬送 02:58 呼吸苦 03:11 SpO 2測定
04:12 AED を依頼する 03:15 体温測定 03:28 顔色:赤み
05:07 エピペン投与 03:20 SpO 2測定 03:48 体温測定
06:14 脈拍測定 07:15 保護者へ連絡 04:29 メプチンエアー吸入
06:42 保護者へ連絡 07:31 救急搬送 05:00 血圧測定
07:04 呼吸音聴診 07:45 説明 05:14 腹痛
07:29 呼吸苦 08:03 エピペン投与 06:02 報告/要請













































  鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
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School Organization Correspondence of  Yogo-Teachers 
During Emergency Situations:  
the Difference Between the Students and  
the Supervising Teachers 
 
Mayuko OGAWA，Hiromi FUKUDA１，Noriko FUJII２  
 
Abstract 
An increase in recent food allergies is a big problem for a school. Yogo-Teachers must 
assume great responsibility while taking care of children. When an emergency happens, 
Yogo-Teachers need the ability to judge symptoms, and the correspondence to school 
systems. Therefore, a simulation program that replicated an emergency with a food 
allergy was performed by the students and the supervising teachers. The purpose of 
this study is to observe the difference between the students action and the supervising 
teachers actions. 
As a result, all student groups received EPIPEN, but one teacher group did not receive 
them. In addition, with the simulation of the food allergy, the emergency school system 
correspondence of the supervising groups were considerably similar. However, in the 
student groups, differences were seen in contents and turns while using a manual. This 
is due to the difference in recognition as everyday duties experience and the member 
of the team school. For the students, the knowledge, such as symptoms, the staff ’s 
cooperation and the system of the communication are all necessary. The students 
learned that the practice runs were different from their preparations.  The researchers 
discovered that different training is necessary for the students and the supervising 
teachers. 
 
Keywords：Yogo-Teacher, Simulation Education, Corresponding to anaphylaxis,  
Video analysis , School organization correspondence 
 
